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Thermo Scientfic RM 312は熱間圧延機
の出側において、高速かつ連続で中心
線、横向きの厚さ、温度、プロフィー
ル、幅、エッジの低下、および形を測
定します。これらの測定値から得られ
たプロセス制御と品質保証データは、
圧延機オペレータの操作方法の改善、
さらにはミル通板量を向上させ効率改
善に役立ちます。

Thermo Scientific RM 312
多機能ゲージ

Thermo Scientific RM312は非接触で
のストリップ測定で素晴らしい計測
機能を発揮します。また、RM312は
主にホットストリップミルを対象に
していますが、非鉄の用途への応用
も可能です。
正確なクロスプロフィールの収集
獲得時間を速くするために、RM312
は理想的な自動プロフィール、平坦
度制御システム、通板量計算、およ
び他の制御システムに適応していま
す。

本システムによる利点
仕上げ圧延機出側の直近で製品全長
のすべてに対して幅、中心の厚さ、
厚さプロフィール、および温度プロ
フィールを完全に特徴付ける能力が
あり、これは決してこれまで利用可

特徴
• 合金補償機能
• 5mmの分解能のクロスプロ
フィール
• 高速なセンタラインAGCチャンネル
• 高精度な幅測定
• 温度プロフィールデータ
• 長さのプロフィール
• ストリップ位置
• ストリップ偏平制御のオプション

Captions for images
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among the images in
this area.

能ではなかった多くの工程管理と品
質保証データを提供することができ
ます。
ミルオペレータと品質検査員の向
上と新しい考察結果の適用により、
製品品質による利益が熱間圧延プロ
セスに生み出されるでしょう。デー
タ分析は、ロール研摩、ロール交
換、ロールスケジューリングを含む
複数の分野で操業方法の改善を生み
出すことができるでしょう。
こうした新しい操業方法により、
品質の改良、ミル通板量の増加によ
り、利益がもたらされます。
変更結果が瞬時にフィードバック
される遅滞のない圧延プロセスモデ
ルのオンライン精製を可能にするた
めに必要な測定性能を提供できるの
はRM312だけです。
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補償機能
異成分の合金構成の材料を測定する
とき、RM312システムの精度を最適
化するために、さまざまな標準の合
金補償機能が利用可能です。
また、ストリップエッジが中央よ
り低温になることがあるので、正し
い温度補正がそれぞれの検出器の測
定に適用できるようにスキャン温度
計が必要です。
熱間材料が圧延装置から出た直後
に、ストリップの垂直位置とオリエ
ンテーションはストリップ位置の補
償がなしでは、一貫した正確なプロ
フィール測定はできません。

RM312は立体的に設計されてお
り、この問題は解消されています。
幅方向に2つに分離された放射線源
を構え、反位相でかつ高速で切り換
えを行い、１台の検出器で異なった
位置からのストリップエッジの変化
を2つの明確なイメージにて受信し
ます。
そして、システム幾何学の見地か
らコンピュータ断層エックス線撮影
のために開発された適切なソフトウ
ェアがエッジ位置を計算します。
ストリップの幅方向の絶対位置が
判り、較正データからの最初1番目
とストリップ角度からの計算による
2番目を自動的に位置ずれと角度に
よるエラーの両方を修正することが
できます。

システムディスプレイ
RM312システムは工場のオペレータ
及び品質管理の検査員に多くのグラ
フィカルな画面を持っています。
測定データはリアルタイム処理さ
れ、以下のディスプレイに表示され
ます。
• グラデュエーション付カラー分
布図を用いた厚さと温度のクロス
プロフィール
• グラデュエーション付カラー分
布図を用いた厚さと温度の長さプ
ロフィール
• クロスストリップの厚さと温度
プロフィールのグラフ表示
• 厚さ、クラウン、割れ、曲が
り、欠落の位置
• 測定値および計算パラメータの
グラフ及び統計値
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また、上記のディスプレイに加え
て、システムはアナログとデジタル
信号を工場制御コンピュータと過程
分析に供給します。

システム性能
RM312システムは、製品全長の中で
エッジの位置、幅方向の厚さ、およ
び温度プロフィールを100%データ
化するように設計されます。最終段
ミル近くへの設置がロールシフトや
曲げによって横向きの厚さプロフィ
ールのダイナミック制御を可能にし
ます。
ゲージに比例して材料の実際のセ
ンター位置について計算し、厚さを
測定して、目標値との偏差に比例し
ている信号により、AGC信号の生成
します。複数に分散された厚さゲー
ジに適応した検出器信号は、低雑音
で高速応答のAGC出力を与える様に
自動的に合成されます。ストリップ
幅の測定値を厚さプロフィールと同
じ周期で行われ、他のプロフィール
ゲージと異なり、製品の傾斜やリフ
トにかかわらず厚さプロフィール測
定に直接関連付けられます。幅方向
の温度プロフィール測定は±5℃(±
9°F)の測定精度にて1秒あたり40回
行われます。
割れ、クラウン、エッジの欠落、
およびローラーテーブルとの相対ス
トリップ位置は100msec.毎に計算
・表示されます。出力信号は、オペ
レータへの注意を喚起や厚さ許容値
外れをミルコンピュータに知らせる
ために利用可能です。

RM312は、エックス線生成および
検出システムを装備している特徴が
あります。１台での線源稼動か検出
器素子の異常を判断します。検出器
素子に異常がある場合、自動的に検
知され、プロフィールとAGC出力は
行いません。
ドリフトやその効果による測定誤
差はコイル毎の端で自動的に実行さ
れる較正でキャンセルされます。

RM 312 Flatness 平坦度機能
標準のRM312は空間のストリップ位
置を水平・垂直方向に高精度に測り
ます。これらのデータはストリップ
の幅方向、製造方向に垂直に測定さ
れ、5msec毎に更新されます。この
更新時に標準の計算アルゴリズムが
この測定情報を使用して、測定値の
間の直線と傾きについて計算しま
す。2番目のアルゴリズムがコサイ
ン分と散乱のエラーに対して各放射
線源からの測定値を補償します。

横方向の曲がり
ここでいう横方向の曲がりとは、横
向きのエッジの位置の測定値の間の
異常値が直線からどれほど外れてい
るかを表します。
開発された標準アルゴリズムがス
トリップの垂直方向角度の漸進的変
化を推定します。これらは、２つの
放射線源からの放射を使用し、同時
に測定することにより、ストリップ
の垂直方向に対してどう異なるかを
分析することによって推定されま
す。
エッジ位置を瞬時かつ高精度に把
握し、曲がり測定を行うためにソフ
トウェアにて測定データより最も良

いカーブに合わせます。時間の経過
とともに、連続した測定値が平均化
されていきます。

平坦度
ロールからのストリップの押出し速
度が幅の垂直方向に一定でないとき
に、平坦(形状)の異常が発生しま
す。この結果として、ストリップの
上下動として現れるエッジ形状、セ
ンターバックル、他の同様な欠陥が
発生します。
平坦度は時間パラメータを考慮し
た上の曲がり測定値から自動的に推
論することができます。このため
に、センターラインのストリップ速
度は絶えず内蔵の光学速度メーター
によって高精度に測定されていま
す。プロフィール計は表面の変化を
発生させる時間に対して横方向の曲
がりにおける変化を統合します。ス
トリップ幅の垂直方向に、もしく
は、垂直な置換えと波長(I単位での)
の比率として様々なポイントで垂直
な置換えで平坦度データを提供する
でしょう。およそ100I単位以下で
は、厚さとプロフィール計の測定値
への平坦度の補償しない効果は、ご
くわずかで、一般的に影響度はほと
んどありません。この値を超えて、
I-単価が増加するのに従って、板
厚精度の悪化が顕著になります。し
たがって、補償は重要になります。
しかしながら、幅の垂直方向のポイ
ントで測定されたI単位は、100I-
単位を超える場合でなければ有意差
はありませんが、形状精度への効果
はわずかながら残ります(ゲージ測
定範囲が超えない場合)。

複数の変数のシステムディスプレイ
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ダイナミックなプロフィールのEPOS
表示

偏平パラメータのシステムディスプレイ
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